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当プロジェクトは昨年４月にスタートしたが、その
目的は、東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の
事故によって風評被害を受けている本県産農産物が、
安全で信頼される農産物を消費していただくために
は、なによりも農産物の正確な情報を生産から流通、
そして消費にいたるまで迅速に提供し、その安全を保
証することが必要であるとの認識により実施されてい
るものである。
本研究事業においては、４つの項目でプロジェクト
を推進することとしているが、ここではそれぞれの項
目についてこれまでの取り組みの成果について報告し
たい。

１．４つの項目によるプロジェクトの実施

�緊急対応と積極的情報公開
震災直後からこれまでの取り組みをもとに、耕地土
壌の放射線レベルの正確な分布計測、農産物の放射線
量管理を継続的に実施して、Webやスマートフォンを
利用した食の安全・信頼を保証する情報公開システム
の構築により、緊急対応型流通モデルの構築・確立を
目指す。

�除染・無放射能化と安全・信頼農業
地域の農業従事者、福島県農業総合センターと連携
しながら、土壌の放射性物質の低減・無放射能化対策
と連動させて耕作法の工夫、および農作物への移行係
数についても検討した生産計画を行う。農産物の放射
性物質が検知されない（NDレベル）、安全性の高い農
産物の生産・流通モデルの構築を目指す。

�防御、信頼とさらなる付加価値を実現する未来型農業
地域の自然と農業生産者の英知にはぐまれ醸成され
た土壌を中心に据え、さらなる厳しい放射線管理をも
とにした営農と、先進的ポット栽培の可能性など施設
型農業に関する技術や経営管理などについても総合的
に調査する。若者たちにも夢を持てる福島県農業の未
来を切り拓くために、農業高校や農業短期大学校の学
生と共同で、放射線除去後の高度土壌栽培技術や季節
感の先取りなどの付加価値創出を目指した施設型農業

による栽培などについて実験・開発を行う。

�地域をはぐくみ、地域に支えられる農業
消費者の「食の安全・信頼」に関する正確な理解を
図るために、現在の農耕地および農産物の放射線レベ
ルに関わる正確な理解のための情報提供ばかりでな
く、農業関係者および農業研究機関の取り組みや流通
関係企業の取り組みについても情報を提供しながら相
互理解を図る。このために、シンポジウム「ふくしま
の食の安全と持続的農業」を開催する。

２．成果

紙面の都合ですべての成果を掲載することが不可能
なので、マーケティングにおける成果についてご紹介
したい。
当研究所では平成２２年６月から、農家を組織化して
商標登録済みの�フルーツ・マイスター�のブランド
でマーケティング支援を行っている。下記は平成２４年
度の取り組みを小秋したものである。

�出荷における風評被害対策
①年間一括受注方式によるマーケティングの試行
福島の果物生産においては�青森のリンゴ�とか

�山梨の桃�といった全国一のものはないが、当研究所
では春を除く１年間にサクランボからリンゴまで様々
な果物が生産されているという特徴を活かし複数の農
家を集めることで年間を通した注文がとれないかと考
え、農家の連携活動を進めてきた。この狙いは成功
し、下記は通信販売における客からの１枚の注文ハガ
キの写しであるが、６月のサクランボから１１月のリン
ゴまで満遍なく１０もの注文を寄せる客もいるというよ
うな成果があった。

１０２ 大型研究成果



２４年度においては放射性物質による汚染の不安が
あったため専門機関による検査を受けることで安全な
ものを出荷することとし、下記のような安全対策を行
うことで販売促進活動を行っている。
①放射性物質に関する専門機関による検査
フルーツマイスタークラブ加盟の農家による共
同検査を実施する。
②共同のマーケティング活動
・首都圏における新聞折り込み広告
・インターネットよる広告
・ダイレクトメール
③共通メッセージの添付
共通のブランドであることをメッセージとして
伝える

２４年度（下図では２０１２年度）は前述した通り年間一
括受注を行った結果、客単価が３０％アップしている
（下図参照）。つまり、２３年度（２０１１年度）の注文用
紙には９月収穫のぶどうまでしか記載していなかった
が、今回はさらにその後に収穫されるラフランス、り
んごなどを追加して品目のバラエティを前年度の６か
ら８に増やしたことが要因となっている。年間一括注
文の成果が一層現れているということができる。
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